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青
森
民
医
連

職
場
管
理
者
・
職
場
管
理
補
佐
研
修

2022年度

（
心
理
的
安
全
性
）、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

な
い
、「
健
康
い
き
い
き
職
場
」
と
な
る

た
め
に
職
場
の
人
た
ち
と
互
い
に
影
響
し

な
が
ら
職
責
者
は
出
来
る
と
こ
ろ
か
ら
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
、
職
員
が
健
康
で
あ
る

た
め
に
は
、
首
尾
一
貫
感
覚
（
こ
の
世
に

は
そ
れ
な
り
の
秩
序
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ

る
力
）
が
大
切
で
あ
り
、
職
場
で
は
職
責

者
が
「
現
状
や
今
後
に
つ
い
て
」、「
信
頼

を
寄
せ
て
い
る
こ
と
」、「
行
動
す
る
こ
と

の
意
味
」
を
伝
え
る
と
、
職
員
の
「
わ
か

る
感
」「
で
き
る
感
」「
や
る
ぞ
感
」（

≒

首

尾
一
貫
感
覚
）
に
つ
な
が
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
職
責
者
自
身
の
健
康
、
心
理
的
安

　二
月
十
七
日（
金
）十
五
時
〜
十
六
時

半
、
十
八
日（
土
）十
三
時
半
〜
十
五
時
、

二
十
一
日（
火
）十
五
時
〜
十
六
時
半
と

三
回
開
催
し
、
弘
前
、
八
戸
、
青
森
の
各

研
修
室
・
会
議
室
に
集
ま
る
研
修
会
と
し

ま
し
た
。
事
前
課
題
に
取
り
組
ん
で
か
ら

参
加
す
る
こ
と
で
研
修
時
間
を
短
縮
し
、

中
継
開
催
す
る
こ
と
で
会
場
人
数
を
制
限

し
つ
つ
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
各
地
域
か

ら
の
報
告
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者

は
三
日
間
で
計
二
百
七
十
二
人
と
な
り
ま

し
た
。

　
講
演
で
は
、
職
員
の
健
康
が
保
た
れ
、

意
見
を
話
し
て
も
大
丈
夫
と
感
じ
ら
れ

全
性
も
非
常
に
大
事
だ
と
確

認
す
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
よ
り
職
場
の
人
た
ち

に
大
切
な
存
在
だ
と
伝
え
た

い
、
傾
聴
の
コ
ツ
や
伝
え
方

（
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
ア
プ
ロ
ー
チ
）
を

実
践
し
た
い
、
全
部
を
理
解

で
き
て
い
な
い
か
も
し
れ
な

い
（
後
で
資
料
を
読
み
返
し
た

い
）
が
活
か
せ
る
こ
と
が
沢
山

あ
っ
た
、
ぜ
ひ
活
か
し
た
い
と
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
が
出
来
た
こ
と
で
直
接
的
な
交
流
は

や
っ
ぱ
り
良
い
、
報
告
さ
れ
る
取
り
組
み

の
熱
量
が
感
じ
ら
れ
、
講
演
の
内
容
を
深

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
自
分
の
も
の
に

な
っ
た
等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
継
で
行
う
こ
と
の
大
変
さ
も
あ
り
ま
し

た
が
、
職
場
運
営
に
活
か
せ
る
と
い
う
感

想
が
多
く
あ
り
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

研
修
を
準
備
し
な
が
ら
自
身
も
学
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
県
連
教
育
委
員
会
事
務
局
長小

形
て
る
美
）

全
日
本
民
医
連
　職
員
の
健
康
を
守
る
学
習
動
画

 

講
演

　「民
医
連
の
職
場
に
お
け
る
職
責
者
の
役
割
〜
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
視
点
か
ら
〜
」
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全日本
民医連 「第45期第2回 評議員会報告」
　２月18日（土）・19（日）の２日間に渡り、全日本
民医連 第45期第２回評議員会が開催されました。評
議員からは文書発言を含め61本の発言があり、方針
案に沿って豊かな議論が交わされました。初日の学習
企画では、日本障害者協議会代表 藤井 克徳氏による

「優生保護法は終わっても優生保護法問題は終わって
いない」と題した講演が行われ、優生思想による人工
妊娠中絶手術等の実施によりおびただしい数の被害者
を生み出してしまった歴史的経過に触れながら、その
反省に立ち、障害者権利条約を全面的に履行していく
必要性があること、そしてその実現のため、民医連に
対して大きな期待が寄せられました。

詳しくは全日本民医連ホーム
ページを参照してください
https://www.min-iren.gr.jp/

　2024年度から実施される医師の働き方改革への対
応についても活発な討議が行われ、そもそも医療費と
医師数を抑制することをベースとして医師の働き方を
是正していくという政府の方針は、地域医療の継続と
経営課題からも大きな矛盾を抱えており、改めて医師
増員の大運動を展開していく必要性があるとの提言が
なされました。
　第45期第２回評議員会方針案は全会一致で承認さ
れ、全国の各県連が評議員会方針に団結し、平和と人
権のアンテナを更に高く掲げ、地域で奮闘していくこ
とを確認し終了しました。

（全日本民医連評議員　今淳一）

　二
月
四
日
（
土
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、

ト
ッ
プ
幹
部
を
中
心
に
百
二
十
六
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
経
営
課
題
に
特

化
し
た
学
習
会
は
珍
し
く
、
背
景
と
し
て
こ
の

間
の
薬
局
法
人
の
経
営
が
急
激
に
悪
化
し
た
こ

と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
二
〇
一
八
年
大
型
薬
価

改
定
を
皮
切
り
に
二
〇
一
九
年
消
費
税
増
税
、

二
〇
二
〇
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
に
よ

る
処
方
箋
減
少
、
二
〇
二
一
年
毎
年
薬
価
改
定

等
が
立
て
続
け
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

赤
字
法
人
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
二

〇
二
〇
年
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
来
患
者

が
大
幅
に
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
は
薬

価
改
定
を
強
行
し
、
更
に
薬
局
法
人
に
対
す
る

コ
ロ
ナ
補
助
金
が
極
め
て
少
額
だ
っ
た
こ
と
が

損
益
お
よ
び
財
務
状
況
が
悪
化
し
た
要
因
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
、
講
師
の
田
中
先
生
よ
り
薬
局
経
営
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
中
長
期
的
な
視
点
と
科
学
的

な
経
営
分
析
を
す
る
こ
と
、
県
連
や
連
帯
す
る

医
科
法
人
と
討
議
を
図
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
財
務
強
化
を
目
的
に
薬
局
版
統

一
会
計
基
準
十
二
項
目
の
改
定
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
後
半
は
分
散
会
と
な
り
各
法

人
の
経
営
課
題
や
今
後
の
経
営
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
厳
し
い
な
が
ら
も

先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
法
人
も
あ

り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
全
体
を
通
じ
て
あ
ら

た
め
て
中
長
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
必
要
利
益

の
確
保
と
全
職
員
参
加
経
営
の
実
践
、
県
連
や

経
営
委
員
会
で
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
株
式
会
社
フ
ァ
ル
マ 

専
務
取
締
役

　崎
野
修
）

﹁
薬
局
法
人
の
経
営
の
見
方
﹂

　
　
　
　
　

 

講
師 

協
働
公
認
会
計
士 

田
中
淑
寛

全
日
本
民
医
連
薬
局
法
人
経
営
学
習
会

演題募集中
3月31日（金）12：00締切

第16回
全日本民医連学術・
運動交流集会

第
55
回
定
期
総
会

　これまで参加した全日本民医連リハビリ技術者委員会
主催の会議・研修において、2000年あたりから全国的
にリハビリ技師の大量採用と養成校が急激に増加し、そ
れに伴ってリハビリ技師育成が追い付かず全国的に課題
となっていることが触れられておりました。
　青森県連においてもリハビリ技師は200名を超え、
若手だけではなく中堅職員も増加し、職員育成は重要な
課題となっています。中堅職員は日常業務・職場運営・
後輩育成・民医連運動の要であり、事業所や組織を運営
していく上で中核を担い、次の幹部・リーダー候補とな
る重要なポジションです。しかし、その重要な中堅職員
育成の取り組みは各事業所によって開きや実施できてい
ないのが現状でした。民医連における活動や民医連らし

青森県連リハビリ技術者委員会『民医連セラピスト 中堅教育プログラム』
～民医連（綱領）を学び、理解を深め実践し、後輩へ語れるセラピストへ！～

いセラピストの実践を行う基盤として『民医連綱領』が
ありますが、各事業所内で行う民医連教育の中では深く
まで掘り下げることはありませんでした。
　そこで民医連職員として、民医連を理解し、民医連職
員としての姿勢・理念を持って様々な場面や地域で活躍
できる職員を育成すべくその基盤となる『民医連綱領』
を深く理解する機会として中堅スタッフを対象とした教
育プログラムを企画し2021年度から実施しています。
内容は「民医連綱領学習ブックレット」の読み合わせ、
グループワークでの共有・意見交換、先輩職員からの講
演を企画しています。初めての試みであり、まだ手探り
感はありますが、一歩ずつ目標に近づけるよう取り組ん
でいきます。 （あおもり協立病院　野呂大樹）

介
護
福
祉
士
研
修
交
流
集
会

第
５
回
青
森
民
医
連

　お
互
い
を
尊
重
し
あ
え
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 〜
今
こ
そ
手
を
と
り
あ
っ
て
〜

　
今
年
度
で
第
五
回
と
な
る
介
護
福
祉
士
研

修
交
流
集
会
は
、
心
理
的
安
全
性
を
高
め
る

職
場
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今

だ
か
ら
こ
そ
介
護
の
原
点
に
戻
り
、
人
間
が

人
間
を
介
護
す
る
事
の
意
味
と
価
値
を
生
み

出
し
続
け
ら
れ
る
組
織
、
そ
し
て
組
織
の
中

で
大
切
な
こ
と
は
「
感
情
」「
一
人
一
人
の
存

在
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
で
あ
る
と
解

り
や
す
く
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

孤
立
し
て
い
た
水
俣
病
患
者
（
水
俣
事
件
）

を
歴
史
か
ら
学
ぶ
事
と
題
し
て
、
水
俣
病
患

者
と
共
に
健
康
で
生
き
る
権
利
を
守
り
続
け

て
来
た
医
療
集
団
、
熊
本
民
医
連
の
存
在
意

義
が
そ
こ
に
あ
る
と
言
う
事
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。

　
講
義
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
新

人
・
中
途
採
用
者
が
業
務
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
職
場
で
出
来
る
こ
と
は
何
か
」
を

テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
お
互
い
が
情
報
交
換

し
、
ミ
ス
を
報
告
し
合
え
る
関
係
性
づ
く
り

を
し
て
行
け
た
ら
と
言
う
意
見
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
大
変
有
効
に
話
し
合
う
事
が
出
来
た
」
と

い
う
回
答
が
八
十
八
％
あ
り
、
多
く
の
参
加

者
に
と
て
も
学
び
や
意
義
の
あ
る
意
見
交
流

と
な
り
ま
し
た
。

（
看
護
小
規
模
多
機
能
型
ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー

ム
た
ま
ち
　
石
郷
岡
リ
カ
）

　
一
月
十
四
日（
土
）オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
し
、
青
森
・
弘
前
・
八
戸
の
介
護
福

祉
士
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に

は
熊
本
県
民
医
連
社
会
医
療
法
人
芳
和
会

看
護
介
護
部
長
川
上
和
美
氏
を
招
き
、
心

理
的
安
全
性
を
高
め
る
職
場
づ
く
り
に
つ

い
て
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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（全日本民医連評議員　今淳一）

　二
月
四
日
（
土
）
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
、

ト
ッ
プ
幹
部
を
中
心
に
百
二
十
六
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う
な
経
営
課
題
に
特

化
し
た
学
習
会
は
珍
し
く
、
背
景
と
し
て
こ
の

間
の
薬
局
法
人
の
経
営
が
急
激
に
悪
化
し
た
こ

と
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
二
〇
一
八
年
大
型
薬
価

改
定
を
皮
切
り
に
二
〇
一
九
年
消
費
税
増
税
、

二
〇
二
〇
年
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
に
よ

る
処
方
箋
減
少
、
二
〇
二
一
年
毎
年
薬
価
改
定

等
が
立
て
続
け
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

赤
字
法
人
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
二

〇
二
〇
年
以
降
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
来
患
者

が
大
幅
に
減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
国
は
薬

価
改
定
を
強
行
し
、
更
に
薬
局
法
人
に
対
す
る

コ
ロ
ナ
補
助
金
が
極
め
て
少
額
だ
っ
た
こ
と
が

損
益
お
よ
び
財
務
状
況
が
悪
化
し
た
要
因
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
た
上

で
、
講
師
の
田
中
先
生
よ
り
薬
局
経
営
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
中
長
期
的
な
視
点
と
科
学
的

な
経
営
分
析
を
す
る
こ
と
、
県
連
や
連
帯
す
る

医
科
法
人
と
討
議
を
図
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
財
務
強
化
を
目
的
に
薬
局
版
統

一
会
計
基
準
十
二
項
目
の
改
定
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
後
半
は
分
散
会
と
な
り
各
法

人
の
経
営
課
題
や
今
後
の
経
営
の
あ
り
方
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
厳
し
い
な
が
ら
も

先
進
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
法
人
も
あ

り
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
全
体
を
通
じ
て
あ
ら

た
め
て
中
長
期
経
営
計
画
に
基
づ
く
必
要
利
益

の
確
保
と
全
職
員
参
加
経
営
の
実
践
、
県
連
や

経
営
委
員
会
で
認
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

（
株
式
会
社
フ
ァ
ル
マ 

専
務
取
締
役

　崎
野
修
）

﹁
薬
局
法
人
の
経
営
の
見
方
﹂

　
　
　
　
　

 

講
師 

協
働
公
認
会
計
士 

田
中
淑
寛

全
日
本
民
医
連
薬
局
法
人
経
営
学
習
会

演題募集中
3月31日（金）12：00締切

第16回
全日本民医連学術・
運動交流集会
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全
日
本
民
医
連

　
二
月
四
日
の
午
後
に
一
橋
大

学
名
誉
教
授
の
渡
辺
治
先
生
を

講
師
に
迎
え
て
、
全
日
本
民
医

連
主
催
の
学
習
会
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
二
百
七

十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
情
勢
に
つ
い
て
、
反
撃

能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）
の

保
有
や
来
年
度
以
降
五
年
間
の

防
衛
費
を
四
十
三
兆
円
と
す
る

方
針
、
岸
田
政
権
は
九
条
改
憲

に
前
の
め
り
に
な
っ
て
、
大
軍

拡
路
線
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
こ
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
安
保
三
文
書
の
三
つ

の
ね
ら
い
に
つ
い
て
、①
ア
メ

リ
カ
の
戦
争
に
武
力
で
加
担
す

る
「
反
撃
能
力
」
保
有
、②
防

衛
力
抜
本
強
化
の
た
め
の
大
軍

拡
、③
大
軍
拡
の
財
源
は
、
社

会
保
障
費
の
更
な
る
削
減
、
国

民
負
担
増
と
増
税
の
二
本
立
て

で
実
現
、
と
の
説
明
が
あ
り
、

そ
の
先
に
は
憲
法
九
条
改
悪
が

あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
国
民
が
九
条
改

悪
や
軍
拡
に
迷
っ
て
い
る
こ
と

は
各
種
世
論
調
査
か
ら
も
伺
え

る
と
し
、
改
憲
派
も
必
ず
し
も

一
枚
岩
で
は
な
い
こ
と
を
あ
げ

て
、
大
軍
拡
、
反
撃
能
力
保
有

反
対
、
軍
拡
に
よ
る
暮
ら
し
の

破
壊
に
Ｎ
Ｏ
！
の
声
を
草
の
根

か
ら
あ
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。

　
こ
の
学
習
会
で
は
、
今
こ
そ

平
和
憲
法
の
意
義
と
、
そ
の
憲

法
を
守
り
生
か
す
世
論
を
大
き

く
す
る
こ
と
、
自
民
党
改
憲
案

に
反
対
し
、
共
同
組
織
と
と
も

に
憲
法
を
守
り
生
か
す
と
り
く

み
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
進
め
る

意
思
統
一
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
後
予
定
さ
れ
る
統

一
地
方
選
挙
と
も
連
動
し
な
が

ら
、
と
り
く
み
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。（
青
森
民
医
連
　
次
長

對
馬
康
文
）

大
軍
拡
阻
止
、

 

改
憲
許
さ
な
い
学
習
・

　活
動
交
流
総
決
起
集
会

　新型コロナウイルスの感染拡大により入試宣伝に規制
のかかる状況が２年近く続きましたが、今年の取り組み
は「一人でも多くの受験生と対面でのつながりをつくる」
ことを大きな目標にしました。
　宣伝物が受験生の目に触れる機会を増やすため、新青
森駅・弘前駅での奨学金ポスターの掲示、受験会場近隣

医学対大運動医学対大運動 ～対面・対話から
　　　　生きたつながりづくりへと～
～対面・対話から
　　　　生きたつながりづくりへと～

　各法人・事業所の職員17名にご協力いただき、２月18日（土）３会場で奨学金説明会、２月24日～２月26日
の３日間で医学部受験者への入試宣伝を行いました。２月中に複数名から奨学金の問い合わせがあり、すでに４名
の申請希望が出されています。入試宣伝では奨学金資料などの宣伝物配布と対話アンケートを行いました。

の店舗や宿泊施設への宣伝物設置・ポスター掲示を行い
ました。２月18日（土）の奨学金説明会は各法人幹部
から青森民医連や各事業所の医療活動を伝える機会とし
ました。そのことが共感を呼び、２月中に４名の医学部
合格者から奨学金の申請希望が出されました。「民医連
で目指すものが自身の目指す医師像と合致していると思

い、今回奨学生となることに決め
ました」と申請の思いが語られま
した。入試宣伝では、３日間の取
り組みで計296部の資料配布と
151件の対話アンケートを行う
ことができました。資料配布数は
昨年度より144部増加しました。
アンケートでは合格者向けの企画
や青森民医連の医療体験に強い興
味を示してくれました。また、２
月25日（土）受験生相談会には
20名の受験生が参加し、医学生
の的確な面接対策アドバイスが大
変喜ばれました。
　医学対大運動のつながりを生か
し、青森民医連の後継者づくりを
前進させていきます。

（青森民医連　葛西美冴）
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第
55
回
定
期
総
会

2022年度「冬の高校生医師体験」2022年度「冬の高校生医師体験」
高校生が病院見学・縫合体験・医師の講演を体験！

　八
戸
会
場
は
原
徹
医
師
が

「
患
者
に
寄
り
添
う
医
療
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
、
医
師
が

患
者
の
気
持
ち
や
家
族
の
思

い
、
患
者
を
取
り
巻
く
環
境

に
ま
で
気
を
配
り
な
が
ら
診

療
し
て
い
る
事
を
学
び
ま
し

た
。
ま
た
工
藤
珠
星
医
師
、

佐
々
木
有
貴
医
師
と
懇
談
し

ま
し
た
。

　弘
前
会
場
は
伊
藤
真
弘
医

師
の
案
内
で
病
棟
・
手
術
室

な
ど
を
見
学
、
縫
合
体
験
を

石
山
美
咲
医
師
、
和
田
尊
行

医
師
、髙
橋
亜
実
医
師
、佐
々

木
有
貴
医
師
の
指
導
で
行
い

ま
し
た
。

　青
森
会
場
は
磯
島
寿
人
医

師
が
「
困
っ
て
い
る
患
者
の

力
に
な
る
た
め
に
は
？
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
、
患
者
の
不

安
は
病
気
だ
け
で
は
な
く
お

金
（
治
療
費
等
）
の
心
配
も

大
き
い
こ
と
、
磯
島
医
師
や

ス
タ
ッ
フ
が
保
険
制
度
を
駆

使
し
て
患
者
の
希
望
を
叶
え

る
姿
を
学
び
ま
し
た
。
縫
合

体
験
を
木
元
建
医
師
、
神
﨑

風
弥
医
師
の
指
導
で
行
い
ま

し
た
。

　高
校
生
か
ら
は
「
医
師
は

最
善
の
治
療
を
行
う
と
同
時

に
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情

に
心
を
寄
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
と
気
付
い
た
」「
研
修
医

の
話
を
直
接
聞
け
た
こ
と
、

励
ま
し
の
言
葉
が
嬉
し
か
っ

た
で
す
」「
磯
島
先
生
の
患

者
さ
ん
を
救
お
う
と
す
る
熱

意
、
諦
め
な
い
気
持
ち
を
強

く
感
じ
ま
し
た
」
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　今
後
も
医
師
を
目
指
す
高

校
生
と
の
関
り
を
深
め
青
森

民
医
連
の
医
学
生
対
策
・
医

師
養
成
の
成
果
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
青
森
民
医
連

　伊
藤
し
の
ぶ
）

　
冬
の
医
師
体
験
は
八
戸
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）
12
月
24
日
（
土
）

八
名
、弘
前
12
月
28
日（
水
）十
一
名
・
１
月
５
日（
木
）十
名
、

青
森
１
月
７
日
（
土
）
二
十
名
で
開
催
し
、
全
体
合
計
で
四
十

八
名
参
加
し
ま
し
た
。

　１月７日（土）～８日（日）に反核医師の会・学生部会主催の
広島FWがおこなわれ、全国から医師や医学生など50人が
集まりました。青森民医連からは医学生の奨学生２人が参加
しました。
　参加者は事前にFWをおこなう大久野島の歴史ついて学習
しました。第二次世界大戦中に国際的に違法となった毒ガス
を作るために日本地図から消されたこと、大久野島で作られ
た毒ガスが中国の侵略に使われたことなどを学びました。

　１日目の大久野島FWでは「大久野島から平和と環境を考える会」の山内正之さんがガイドをおこないました。山内さん
は当時の大久野島でおきたことについて「毒ガスを作らされている人が誤って負傷しても『治療方法があれば兵器ではない』
と上司に言われ、治療してもらえなかった」と語りました。そして大久野島でおきた歴史的な事実を残すために当事者たち
が資料館や慰霊碑を作ったことを説明。最後に山内さんは大久野島のような問題は現代社会にもあることを指摘して「現地
の人に詳しいことを教えないで毒ガス工場をつくるなど、大久野島と原発は同じ構図だ」と訴えていました。
　２日目は被爆者の小方澄子さんと被ばく医療をおこなってきた広島民医連の藤原秀文医師の講話と、原爆ドームと広島平
和記念資料館を見学しました。
　学生からは「戦争の加害の事実を知った。強者によって弱者がコントロールされる構図が原発問題と同じだと思った」「第
二次世界大戦で毒ガスを使用したのが日本だけだったと聞いて驚いた」「被爆者や医師の話を聞いて、初めて原爆が落とさ
れたとき、当時の人々は被害についての理解がなく、治療が十分にされないまま経過していったことが生々しく伝わった」
などの感想が出されました。 （青森民医連　矢作史考）

―反核医師の会・学生部会主催の広島 FW（フィールドワーク）に医学生が参加―

大久野島の遺構を見学する医学生被爆者と医師の講演を聞く医学生

　全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
報
告
書
で
は

社
会
保
障
に
つ
い
て
全
て
の
世
代
で
支
え
あ
う

仕
組
み
の
構
築
の
必
要
性
を
強
調
し
て
い
ま
す

が
、
本
質
は
一
般
労
働
者
や
失
業
者
、
高
齢
者

に
負
担
を
強
い
、
富
裕
層
や
大
企
業
の
負
担
を

減
ら
す
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会

保
障
は
所
得
の
再
分
配
を
す
る
こ
と
で
貧
富
の

差
を
緩
和
し
、
社
会
的
弱
者
を
作
ら
な
い
よ
う

に
す
る
の
が
目
的
で
す
。
本
来
税
金
や
社
会
保

険
な
ど
を
多
く
負
担
す
べ
き
富
裕
層
や
大
企
業

が
現
政
権
の
支
持
母
体
で
あ
る
た
め
に
、
彼
ら

の
負
担
が
少
な
く
な
る
よ
う
な
政
策
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現
に
一
般
労
働
者
等

の
負
担
増
を
推
し
進
め
て
も
、
富
裕
層
や
大
企

業
に
直
結
す
る
法
人
税
を
増
や
す
こ
と
に
は
言

及
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
要

請
に
よ
り
軍
事
費
を
二
倍
に
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
、
つ
い
に
法
人
税
の
増
税
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
で
、
い
か
に
現
政
権
が

富
裕
層
や
大
企
業
、
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
言

い
な
り
で
、
国
民
の
い
の
ち
や
く
ら
し
を
軽
視

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　講
演
を
受
け
て
、
政
策
を
変
え
る
た
め
に
私

た
ち
が
出
来
る
こ
と
は
、
ま
ず
は
選
挙
に
行
く

こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
国
や

自
治
体
に
訴
え
を
届
け
る
た
め
に
、
社
保
運
動

や
署
名
の
取
組
も
重
要
で
あ
る
と
も
思
い
ま
し

た
。（
一
般
社
団
法
人
あ
お
も
り
健
康
企
画
　

玉
熊
律
郎
）

　
二
月
十
五
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全
日
本
民
医

連
第
四
十
五
期
社
保
委
員
長
学
習
交
流
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
百
六
十
一
名
が
参

加
し
、
青
森
民
医
連
か
ら
は
五
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
神
戸
大
学
の
井
口
克
郎
准
教
授
を
講
師

に
迎
え
、
全
世
代
型
社
会
保
障
構
築
会
議
報
告

書
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毒ガス製造のために地図から消された大久野島で戦争の加害を知る毒ガス製造のために地図から消された大久野島で戦争の加害を知る

第
45
期
社
保
委
員
長
会
議

第
45
期
社
保
委
員
長
会
議

全
日
本
民
医
連
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　二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

滋賀県豊郷町まちのチカラ

LGBTQと医療

食と健康 痛風にならないために

造船記　大槌町復興の軌跡
問題だらけ　マイナ保険証
けんこう教室 わかりやすいうつ病治療

2023 月号 380円3 好評発売中

ご当選
おめでとうございます！
1 等 図書カード 3,000 円　2 名
三浦 栄子 様（健生病院）
坂本 富久子 様（みなみるいけの家）

2 等 図書カード 1,000 円　5 名
花田 真美 様（藤代健生病院）
清水 あずさ 様（弘前市第一地域包括支援センター）
杉田 仁志 様（あおもり協立病院）

3 等 図書カード 500 円　15 名
工藤 千絵 様（健生病院）
鳴海 由紀子 様（藤代健生病院）
三浦 孝子 様（健生クリニック）
成田 美穂子 様（健生クリニック）
野呂 知美 様（健生クリニック）
對馬 聖子 様（津軽医院）
中村 真 様（津軽医院）
宮田 和歌子 様（健生介護センター虹）
髙木 久子 様（健生介護センター虹）
小山 知子 様（ナーシングホームたまち）

　今回のお年玉には 80 通の応募がありました。ありがとうございます。県連機
関紙編集委員による厳正な選考と抽選の結果、以下の 22 名の皆さんが当選とな
ります。おめでとうございます。
　皆さんから送っていただいたご意見・ご要望を、編集委員一同、励みにしなが
ら一層充実した紙面づくりに努めます。

【学費無償化】
・子どもが大学生になったが、授業料が高い。皆が
進学できる期待をもてるようになってほしい。
・大学まで授業料を無料にします。
・学びたい人にお金を気にせず学べる環境を!!
・高校で終わる子どもたちは少なく、専門学校、大
学のほうが授業料など高い。
・全ての子どもたちが高校、大学まで行けるよう
（任意で）学費を無料にします。
・皆、平等に学ぶ機会を。
・教育費無償化になれば家計も多少楽になる。

【防衛費削減】
・「日本の防衛は外交から」を第一に武器は購入しな
い。憲法９条を遵守し、間違った解釈を正す。

・軍拡競争をあおるような防衛費の引き上げを見直
し、社会保障に充当します。

・最大の目標としては、戦争のない国にする。まず、
今の日本は戦争に対して、大きく興味をもってい
ると思う。このまま行けば、日本は火の海になる
可能性があると私は思っている。一人一人の国民
の命を守るためにもまず防衛費を削減し、戦争反
対の国を目指す。

・軍拡競争をあおるような防衛費の引き上げを見直
し、社会保障に充当します。

【その他（主な対策・政策）】
・医療費、介護費完全無料
　（社会保障の充実）
・消費税を廃止
・賃金アップ
・物価高対策
・年金受給額倍増
・同性婚も異性婚も同じ権利取得
・週休３日制導入

髙杉 由美子 様

　 （ナーシングホームたまち）
長利 知子 様

　 （中部クリニック）
端村 由貴人 様

　 （大野あけぼの薬局）
台丸谷 花鈴 様

　 （大野あけぼの薬局）
阿部 雪子 様

　 （社会福祉法人虹本部）

※応募いただいた時点での所属部署名で掲載しております。
※県連機関紙編集委員より、今年度中にお届けする予定です。

303 号（2023年１月号）お年玉プレゼント応募用紙に記載いただいた皆様の「私が総理大臣になったら、まず何からはじめますか？」
について多く寄せられた意見をご紹介します。

「私が総理大臣になったら、まず何からはじめますか？」 多く寄せられた意見「私が総理大臣になったら、まず何からはじめますか？」 多く寄せられた意見

【少子化対策】
・「親ガチャ」と言われる言葉を聞いて悲しくなった。日本はこの先
優秀な人材を育てられない国になってしまうという。危機感‼親の
経済力に左右されず、学びを深めて行けるそんな国に未来はある。

・不妊治療にかかるすべての費用を保険適用にします。
・子どもは国の宝。保育園から大学まで教育・給食料も無償へ。子ど
もを育てながらも働きやすいように親の就労にあわせて預かりして
くれる子育てセンターを各自治体へ開設。

・子は親にとってもちろん宝ですが、社会にとっても未来を担う宝で
す。保育料無償化、給食費無償化、子ども手当増額をします。

・小～大学生の学費の無料化、子どもたちの夢への協力化、これから
の子どもたちを守る育てる。

櫻庭 篤 様（あおもり協立病院）
三上 菜美 様（藤代薬局）

プレゼント

　二
月
二
十
五
日
（
土
）
青
年
委
員
会
の
雪
か
き
隊
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
実
施
さ
れ
、
弘
前
か
ら
十
二
名
、
青
森
か
ら

五
名
の
青
年
（
一
部
元
青
年
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　思
い
が
け
ず
雪
が
少
な
く
て
実
施
で
き
な
い
年
が
あ
っ
た

と
思
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
突
入
し
た
た
め
、
今
回

は
実
に
四
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　青
森
・
弘
前
そ
れ
ぞ
れ
の
居
宅
に
一
件
ず
つ
訪
問
宅
候
補

を
お
願
い
し
て
い
た
の
で
す
が
、
嬉
し
い
こ
と
に
弘
前
地
区

で
元
青
年
委
員
の
職
員
が
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
り
、
弘
前
は

二
隊
編
成
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
雪
か
き
隊
皆
勤
賞

の
参
加
者
は
、「
久
し
ぶ
り
で
腕
が
な
る
〜
！
」
と
、
慣
れ
た

動
き
で
途
中
か
ら
半
袖
に
な
り
、
大
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　利
用
者
さ
ん
が
排
雪
後
の
玄
関
先
を
見
て
、「
こ
れ
だ
ば
デ

イ
の
車
来
た
時
大
し
た
い
い
な
ぁ
。」
と
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し

た
。
認
知
症
の
利
用
者
さ
ん
も
、

雪
か
き
し
て
く
れ
る
若
者
た
ち
に

「
コ
ー
ヒ
ー
出
せ
ば
い
い
べ
が
。」

と
介
護
ス
タ
ッ
フ
に
笑
顔
で
話
し

て
い
た
そ
う
で
す
。

　参
加
者
か
ら
は
「
初
め
て
だ
っ

た
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」「
大

変
そ
う
な
こ
と
で
も
み
ん
な
で
や

れ
ば
意
外
と
す
ん
な
り
で
き
る
こ

と
を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
た
。」
と

い
う
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　こ
う
し
て
一
緒
に
雪
か
き
し
た

メ
ン
バ
ー
が
、
横
の
つ
な
が
り
を

活
か
し
て
仕
事
や
民
医
連
運
動
を

し
て
く
れ
る
と
期
待
が
膨
ら
み
ま

す
。（
青
森
民
医
連

　相
馬
志
保
）

県 連 事 務 局
人 事 往 来

　看護・介護・医療安全と多岐に渡る委員会の担当をさせて頂く事になりまし
た。委員会活動を通して、県内各地の事業所の取り組みを学び、地域に暮らす患
者家族そして職員がハッピーになれるような活動や運動の一翼を
担えるよう頑張りたいと思います。
　運営に関わるに当たり不慣れな事もありご迷惑をかける事もあ
るかと思いますが何卒よろしくお願い致します。

たかはし

高橋　理華　
り　 か （健生黒石診療所

　　　⇒青森民医連青森事務所）
着任

　人材育成の視点から、定期的に看護奨学生会議をおこなっています。昨年11月５日
（土）は、映画を題材に看護師と看護学生が「戦争と看護」への理解深めるための奨学
生会議を法人看護学生委員が企画・運営しました。看護学生に対して入職前教育として看護師が関わることや看護体験
以外での看護師との交流の機会となりましたのでご報告いたします。
　この日の奨学生会議は、法人看護学生委員３名と看護奨学生３名が参加しました。内容は、映画「ジョニーは戦場にいっ
た」を鑑賞し、戦争や看護についてともに考えるという企画でした。戦争に関する内容ですが、看護を学ぶ教材として
看護学校でも鑑賞することがある映画なので戦争と看護を考えるためにとても適した題材でした。
　看護学生委員から題材を選んだ理由や第一次世界大戦のこと、鑑賞のポイント等を説明してから、全員で鑑賞しまし
た。見終わった直後は少し重たい空気感やため息もありましたが、本当に見応えのあるものでした。その後職員同士・
看護学生同士で感想をまとめてから一緒に話し合いをしました。学生からは「理解出来ない所や少し怖かったけど感動
した。」「主人公は戦争がなければ恋人と幸せに暮らしていたかもしれないと思うと胸が痛くなった。」「映画の新人看護
師が優しく丁寧に関わっているのが素敵だなと思った。」「看護師さんとの話し合いから観察は大切だと改めて感じた。」
と、戦争が人生・生活に大きく影響を与えることや戦争で傷を負った人の声なき声に耳を傾ける看護師の姿が「患者の
立場にたつ」民医連看護に通じるものとして深めることができました。コロナ禍で看護体験開催もままならない中、現
場の看護師が学習を企画・運営することによって、看護学生に伝えたい民医連看護をともに学び・交流しあえる場所が
またひとつ増えるきっかけとなりました。 （津軽保健生協　看対　阿保祥子）

看護奨学生会議報告2022年度

津軽保健生活協同組合看護学生委員が企画・運営した奨学生会議
　　　～映画鑑賞から看護師と一緒に理解を深めよう「戦争と看護」～

青
年
パ
ワ
ー
が
炸
裂
!!

「
デ
イ
さ
行
く
の
楽
に
な
る
じ
ゃ
」と
喜
び
の
声

青
年
委
員
会

雪
か
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
動
！

さあ行ぐど～！大雪待って
ろよ～！

　約４年間県連事務局員として、教育委員会、事務委員会、青年委員会（青年ジャ
ンボリー、ピースメイト含む）を担当させていただきました。
　制度教育や事務基礎研修、八戸フィールドワーク等、コロナ前からコロナ禍で
の職員の育成に携わり、私自身勉強させていただきました。
　また、各研修の講師依頼から会場設営まで、各委員をはじ
め各法人や院所、事業所の方々には大変お世話になりました。
ありがとうございました。

なりた

成田美奈子
み　 な 　こ （青森民医連青森事務所

　　　 　 ⇒あけぼの薬局妙見店）
帰任

　２年間大変お世話になりました。青森
民医連内の多くの皆様の支援や協力を頂
き任務を遂行できた事にただただ感謝の
気持ちで一杯です。多くの事を学び、改
めて民医連職員としての役割任務の重さ

を痛感いたしました。今後、
得た事を人材育成や民医連
看護の継承と発展に微力で
すが努めてまいります。あ
りがとうございました。

ごとう

後藤麻由美
ま 　ゆ　 み

（青森民医連青森事務所
　　　 ⇒住宅型有料老人ホームなのはな）

帰任
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　二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
は
奨
学
金
パ
ン
フ
な
ど
の

資
料
配
布
を
し
、
二
十
六
日
に
は
面
接
の
終
わ
っ
た
受

験
生
に
声
を
か
け
、
奨
学
金

や
新
入
生
歓
迎
企
画
の
興
味

の
有
無
を
聞
き
な
が
ら
宣
伝

し
ま
し
た
。
実
施
し
た
三
日

間
、
晴
天
だ
と
思
い
き
や
一

時
的
に
激
し
い
雨
や
吹
雪
に

遭
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
最

後
の
最
後
ま
で
粘
り
、
奨
学

金
資
料
は
昨
年
よ 

り
二
部

多
い
四
百
五
十
一
部
の
配

付
、
二
十
六
日
の
対
話
ア
ン

ケ
ー
ト
は
昨
年
よ
り
十
一
名

多
い
百
八
十
一
名
と
対
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
対
話
中
に
「
奨
学

金
の
話
を
聞
き
た
い
で
す
」
と
い
う

方
も
複
数
お
り
、
弘
前
事
務
所
で
の

個
別
説
明
に
つ
な
げ
ま
し
た
！

　こ
の
大
運
動
期
間
に
県
連
内
事

業
所
か
ら
合
計

で
二
十
六
名
の

職
員
の
応
援
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
寒
い
中
、
ご

協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
連
医
学

対
で
は
将
来
を
担
う
青
森
民
医
連

の
医
師
確
保
に
向
け
て
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
青
森
民
医
連
／
下
村
博
央
）

滋賀県豊郷町まちのチカラ

LGBTQと医療

食と健康 痛風にならないために

造船記　大槌町復興の軌跡
問題だらけ　マイナ保険証
けんこう教室 わかりやすいうつ病治療

2023 月号 380円3 好評発売中

ご当選
おめでとうございます！
1 等 図書カード 3,000 円　2 名
三浦 栄子 様（健生病院）
坂本 富久子 様（みなみるいけの家）

2 等 図書カード 1,000 円　5 名
花田 真美 様（藤代健生病院）
清水 あずさ 様（弘前市第一地域包括支援センター）
杉田 仁志 様（あおもり協立病院）

3 等 図書カード 500 円　15 名
工藤 千絵 様（健生病院）
鳴海 由紀子 様（藤代健生病院）
三浦 孝子 様（健生クリニック）
成田 美穂子 様（健生クリニック）
野呂 知美 様（健生クリニック）
對馬 聖子 様（津軽医院）
中村 真 様（津軽医院）
宮田 和歌子 様（健生介護センター虹）
髙木 久子 様（健生介護センター虹）
小山 知子 様（ナーシングホームたまち）

　今回のお年玉には 80 通の応募がありました。ありがとうございます。県連機
関紙編集委員による厳正な選考と抽選の結果、以下の 22 名の皆さんが当選とな
ります。おめでとうございます。
　皆さんから送っていただいたご意見・ご要望を、編集委員一同、励みにしなが
ら一層充実した紙面づくりに努めます。

【学費無償化】
・子どもが大学生になったが、授業料が高い。皆が
進学できる期待をもてるようになってほしい。
・大学まで授業料を無料にします。
・学びたい人にお金を気にせず学べる環境を!!
・高校で終わる子どもたちは少なく、専門学校、大
学のほうが授業料など高い。
・全ての子どもたちが高校、大学まで行けるよう
（任意で）学費を無料にします。
・皆、平等に学ぶ機会を。
・教育費無償化になれば家計も多少楽になる。

【防衛費削減】
・「日本の防衛は外交から」を第一に武器は購入しな
い。憲法９条を遵守し、間違った解釈を正す。
・軍拡競争をあおるような防衛費の引き上げを見直
し、社会保障に充当します。
・最大の目標としては、戦争のない国にする。まず、
今の日本は戦争に対して、大きく興味をもってい
ると思う。このまま行けば、日本は火の海になる
可能性があると私は思っている。一人一人の国民
の命を守るためにもまず防衛費を削減し、戦争反
対の国を目指す。
・軍拡競争をあおるような防衛費の引き上げを見直
し、社会保障に充当します。

【その他（主な対策・政策）】
・医療費、介護費完全無料
　（社会保障の充実）
・消費税を廃止
・賃金アップ
・物価高対策
・年金受給額倍増
・同性婚も異性婚も同じ権利取得
・週休３日制導入

髙杉 由美子 様

　 （ナーシングホームたまち）
長利 知子 様

　 （中部クリニック）
端村 由貴人 様

　 （大野あけぼの薬局）
台丸谷 花鈴 様

　 （大野あけぼの薬局）
阿部 雪子 様

　 （社会福祉法人虹本部）

※応募いただいた時点での所属部署名で掲載しております。
※県連機関紙編集委員より、今年度中にお届けする予定です。

303 号（2023年１月号）お年玉プレゼント応募用紙に記載いただいた皆様の「私が総理大臣になったら、まず何からはじめますか？」
について多く寄せられた意見をご紹介します。

「私が総理大臣になったら、まず何からはじめますか？」 多く寄せられた意見「私が総理大臣になったら、まず何からはじめますか？」 多く寄せられた意見

【少子化対策】
・「親ガチャ」と言われる言葉を聞いて悲しくなった。日本はこの先
優秀な人材を育てられない国になってしまうという。危機感‼親の
経済力に左右されず、学びを深めて行けるそんな国に未来はある。
・不妊治療にかかるすべての費用を保険適用にします。
・子どもは国の宝。保育園から大学まで教育・給食料も無償へ。子ど
もを育てながらも働きやすいように親の就労にあわせて預かりして
くれる子育てセンターを各自治体へ開設。
・子は親にとってもちろん宝ですが、社会にとっても未来を担う宝で
す。保育料無償化、給食費無償化、子ども手当増額をします。
・小～大学生の学費の無料化、子どもたちの夢への協力化、これから
の子どもたちを守る育てる。

櫻庭 篤 様（あおもり協立病院）
三上 菜美 様（藤代薬局）

プレゼント
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>>

>>

>>

>>

>>

>>

>>

会長あいさつ

県連出向人事

協議事項

　第45期第2回評議員会参加報告

　旧優生保護法学習推進体制について

　トルコ・シリア大地震緊急募金について

　新型コロナウイルス対応について

県連医師委員会関連

各種委員会

　各種委員会報告・署名到達

報告事項

　全日本民医連通達・声明、地協関係

　共闘関係

　県連関係

各法人・事業所報告

私の三つ星★★★

オ ス ス メ  屋
　私が最近、ハマっているお店を紹介します。ホテルアベ
スト青森（ホテルアラスカ）を海手側に少し進むと屋と
いうお店があります！お店の正面は写真を参照下さい。
　漢字の通り刺身や魚介類が売っているお店で、昨年10
月１日にオープンした新しいお店ですが、青森のスーパー
ではまず売っていない九州の新鮮な魚や県産の新鮮な魚貝
類等が豊富にあります。店主の方が仕入れや下処理にもと

vol.
71 シロ

（ラブラドールレトリバー・女の子）

５歳

　盲導犬として有名な犬種のため、賢く穏やかな性格と思っ

ていましたが、実際は…破壊王の異名を持つほど子犬の頃

は物をなんでも壊し、家具は傷だらけ…毎日いたずら三昧

で、今でもスリッパやタオルを咥えて持ってきては嬉しそう

に駆けまわっています。でも、そんな姿も愛らしく、日々の

疲れを一気に吹き飛ばしてくれるうちのメゴッコです。

（中部クリニック　菊池理恵）

ても力を入れているのがよく分かるお店です！
　自分自身、料理が好きで魚や貝類もよく捌いて食べますが
写真が屋さ𩵋で𩵋入した魚貝類を𩵋り、捌いて𩵋った刺し
盛です！今まで人生で食べた事のない魚も多く売っており
ドップリはまっています。コバンザメやスギ、ハタ、ニタリ
クジラ、ロウニンアジ等書き切れないほどの珍しい魚がある
ので、海鮮が好きな方やお酒のアテにも最高だと思うので是
非行ってみて下さい！毎週月曜日と、木曜日が定休日。営業
時間は午前10時～午後８時までとなっています！

（社会福祉法人虹　ショートステイ虹の郷　対馬周也）
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